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改
選
後
の
市
議
会
に
お
い
て
、
副
議
長

の
任
を
お
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
平

か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
と
更
な
る
活
性
化

を
支
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
市
議
会

に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
期
待
は
大
き
く
、

初
心
忘
れ
る
こ
と
な
く
十
日
町
市
発
展
の

た
め
に
職
責
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て

ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

十日町市議会議員19名（令和７年５月改選）

市議会副議長

福崎哲也

　
こ
の
度
、議
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
推
挙
に

よ
り
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を

傾
け
、開
か
れ
た
議
論
を
通
じ
て
市
政
発
展

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
変
化
の
時
代

に
、市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
歩
み
、未
来
を

拓
く
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

市議会議長

村山達也

5月!6日に臨時議会を開催

新しい議会構成が
決まりました!!（４Ｐをご覧ください）

副
議
長
あ
い
さ
つ

議
長
あ
い
さ
つ
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市
民
の
皆
さ
ま
の
く
ら
し
を
豊

か
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
「
十
日

町
市
に
住
ん
で
い
た
い
」
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
様
々
な
声

に
耳
を
傾
け
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実

現
し
て
い
く
こ
と
で
「
住
ん
で
い

て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
貢
献
し
ま
す
。
主
役
は
市
民
の

皆
さ
ま
で
す
。

滝
沢
青
葉

（中条旭町）
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次
世
代
を
み
ん
な
で
育
て
て
い

く
た
め
に
多
く
の
方
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
、
と
も
に
語
り
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
良
い
未
来
を
創
れ
る
よ
う
に

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
政
治
は

生
活
に
直
結
し
て
い
ま
す
。
自
分

事
と
し
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に

先
ず
は
投
票
率
を
上
げ
た
い
で
す
。

市
川
直
子

（天　池）

3

　

住
み
続
け
た
い
十
日
町
市
を
目

指
し
て
活
動
し
ま
す
。
学
校
給
食

費
の
値
上
が
り
を
中
止
し
、
更
に

無
償
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ

以
上
、
農
家
数
を
減
ら
さ
な
い
こ

と
と
、
新
規
就
農
者
の
増
加
に
向

け
た
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
農
業
者
の
声
を
議
会
に
届
け

ま
す
。 樋

口
富
行

（荒　屋）

5

　

こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、

し
っ
か
り
と
学
べ
、
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
の

伝
統
や
文
化
な
ど
を
理
解
し
、
自

分
に
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
地
域

に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
な
教
育
環

境
を
作
り
、
い
ず
れ
こ
の
ま
ち
に

帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

十
日
町
市
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

中
林
寛
暁

（本町西１丁目）

7

　

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
、
老
人

ホ
ー
ム
の
入
居
待
ち
解
消
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
苦
手
な
農
家
も
ふ

る
さ
と
納
税
に
参
画
し
や
す
い
仕

組
み
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
個
人
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
情

報
発
信
し
て
市
議
会
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

星
名
大
輔

（伊　友）

9

　

住
民
と
行
政
と
の
懸
け
橋
と
な

り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
人
議
員
と
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

俵
山
　
裕

（下川原町）

2

　

新
人
議
員
と
し
て
、「
全
て
の

カ
ギ
は
現
場
に
あ
る
。」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

聞
き
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
空
き

家
対
策
、
農
家
の
担
い
手
確
保

等
、
様
々
な
課
題
に
全
力
で
取
り

組
み
、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
故
郷
・
十
日
町
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

野
沢
浩
平

（野　口）

4

　

農
業
・
教
育
・
観
光
を
柱
に
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
再
編
を
未
来
へ
の
投
資
と

捉
え
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
も
活
用

し
、
挑
戦
が
生
ま
れ
る
十
日
町
を

目
指
し
ま
す
。

　

次
世
代
の
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
共
に
進
め
ま
す
。

山
家
悠
平

（木　落）
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市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
市
政
を
目

指
し
ま
す
。「
福
祉
、
教
育
、
く

ら
し
」
応
援
で
、
県
立
病
院
の
存

続
と
充
実
、
地
元
で
過
ご
せ
る
介

護
施
設
の
拡
充
、
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
に

大
切
な
学
校
の
あ
り
方
と
教
育
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

富
井
春
美

（新座第４の１）

8

議 員として取り組む



（3）

　
「
や
れ
ば
で
き
る
」

こ
れ
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
。

　

人
口
減
少
問
題
。
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
を
活
か
し
た
、
観
光
産
業
の

更
な
る
活
性
化
。
こ
れ
ま
で
８
年

の
議
員
活
動
で
強
く
感
じ
た
持
続

可
能
な
農
業
の
実
現
な
ど
。

 

「
や
れ
ば
で
き
る
」
で
愚
直
に
取

り
組
み
ま
す
。

富
井
高
志

（馬場第１）

11

　

市
民
の
声
を
第
一
に
、
市
民
の

暮
ら
し
優
先
へ
。
私
た
ち
議
員
は

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
託
さ
れ
た
存

在
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
憲
法
を
守
り
、
平

和
を
希
求
し
、
産
業
の
発
展
と
と

も
に
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
の
充

実
を
目
指
す
こ
と
が
、
私
に
課
せ

ら
れ
た
任
務
と
思
い
ま
す
。

滝
沢
　
繁

（兎　口）

13

　

今
こ
こ
で
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ

ま
が
、
住
み
よ
く
な
け
れ
ば
若
者

は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆

さ
ま
が
一
つ
で
も
、
二
つ
で
も
十

日
町
が
住
み
よ
い
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
目
指
し
ま
す
。
生
活
に
直

結
す
る
雪
の
ハ
ン
デ
や
公
共
交
通

な
ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

福
崎
哲
也

（伊達第４）

15

　

政
策
課
題
を
絞
り
実
現
へ
!!

　

第
一
に
、
高
規
格
道
の
推
進
。

国
道
一
一
七
号
線
歩
道
設
置
。
流

雪
溝
を
必
要
と
す
る
地
域
へ
の
設

置
実
現
。
現
代
社
会
の
一
番
の
関

心
事
で
あ
る
少
子
高
齢
化
対
策
の

抜
本
的
な
施
策
を
検
討
し
、
早
急

に
実
行
に
移
す
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。 遠

田
延
雄

（川治内後第２）

17

　

近
年
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
の

場
を
多
く
設
け
、
そ
の
声
を
市
の

政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
尽
力
し

ま
す
。
後
継
者
の
育
成
と
将
来
を

見
据
え
た
議
員
活
動
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

鈴
木
一
郎

（白羽毛）

19

　

雪
対
策
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
、
子
育
て
・
高
齢
者
・
障

が
い
福
祉
の
支
援
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
十
日
町
市

を
目
指
し
ま
す
。
街
づ
く
り
は
市

民
が
主
役
。
市
民
の
声
を
行
政
に

届
け
、
そ
の
声
を
カ
タ
チ
に
出
来

る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

根
津
年
夫

（千代田町）

10

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援

に
感
謝
し
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

災
害
に
備
え
た
道
路
整
備
、
農
産

物
の
生
産
振
興
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
、
産
業
発
展
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
及
び
子
育
て
支
援
、
交
流
人

口
増
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
落
静
子

（願　入）

12

　

四
期
目
も
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

全
力
で
皆
さ
ん
の
お
声
を

届
け
る
こ
と
に
邁
進
し
ま
す
。

　

十
日
町
市
で
暮
ら
す
人
が

こ
こ
で
生
活
し
て
幸
せ
と

思
え
る
こ
と
を
第
一
に
!!

　

市
民
の
命
と
生
活
を
守
り
ま
す
。

大
嶋
由
紀
子

（四日町中原）

14

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
子
育
て
支

援
の
拡
充
、
地
域
医
療
の
充
実
、

高
齢
者
の
生
活
支
援
、
防
災
対
策

の
強
化
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
て
進

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
声

に
耳
を
傾
け
、
共
に
未
来
を
築
い

て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

村
山
達
也

（松　代）

16

　

地
域
活
力
の
向
上
や
少
子
化
対

策
を
念
頭
に
、
住
民
や
子
ど
も
た

ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
伝
統
文
化
・
祭

事
な
ど
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
仲
間

づ
く
り
を
通
じ
て
楽
し
く
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

小
林
正
夫

（木　島）

18
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決
ま
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し
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落
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【
所
管
事
項
】

企
画
政
策
課
、
総
務
課
、
財
政

課
、
防
災
安
全
課
、
税
務
課
、

会
計
課
、
教
育
総
務
課
、
学
校

教
育
課
、
生
涯
学
習
課
、
文
化

財
課
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
議

会
事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員
会

及
び
監
査
委
員
所
管
に
関
す
る

事
項
。
そ
の
他
、
他
の
常
任
員

会
に
所
管
し
な
い
事
項

【
所
管
事
項
】

産
業
政
策
課
、
農
林
課
、
文
化

観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画

課
、
環
境
衛
生
課
、
上
下
水
道

局
及
び
農
業
委
員
会
所
管
に
関

す
る
事
項

【
所
管
事
項
】

福
祉
課（
福
祉
事
務
所
）、
市
民

生
活
課
、健
康
づ
く
り
推
進
課
、

地
域
ケ
ア
推
進
課
、
子
育
て
支

援
課
及
び
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

所
管
に
関
す
る
事
項

※
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
定
数
は

７
人
で
す
が
、
議
長
は
常
任
委
員

会
の
委
員
を
辞
退
す
る
申
し
合
わ

せ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
６
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

　

五
月
一
日
よ
り
、
新
た
な
メ
ン

バ
ー
で
の
議
会
が
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。
議
長
、
副
議
長
も
決

ま
り
、
役
員
、
委
員
長
、
副
委
員
長

も
一
新
さ
れ
、
皆
が
新
た
な
決
意

を
持
っ
て
議
会
に
、
市
政
に
向
き

合
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
一

期
目
の
議
員
が
４
人
、
二
期
目
が

２
人
と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

の
議
会
だ
よ
り
の
通
例
に
と
ら
わ

れ
ず
、
新
し
い
発
想
、
新
し
い
視

点
で
分
か
り
や
す
く
、
透
明
性
の

あ
る
議
会
の
内
容
、
会
派
の
活
動

な
ど
の
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
共
々
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
中
林
寛
暁
）

インターネットで
本会議の様子を
配信しています！

市議会のくわしい情報は、十日町市議
会のホームページをご覧ください。


